
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

調査結果を分析し、未成年者の喫煙防止対策の推進に活用すると共に、今後の調査に関しては、喫煙率や飲酒率の低減傾向や社会的
環境の変化を踏まえ、次回調査実施（平成33年度）の可否を検討。

 概算事業費（B（A）+C） 0 4,877 0

目標に対
する成果
の状況

保健福祉事務所や調査実施校、校長会等の協力を得て、28年7～８月に、中高生10,723人を対象に調査を実施し、集計、分析を行い報
告書を取りまとめた。調査結果は、喫煙率、飲酒率ともに前回（Ｈ23）調査から大きく減少している。
【喫煙率 Ｈ23→Ｈ28】高1男子3.5％→0.3％・高1女子2.5％→0.4％、中1男子0.4％→0.1％・中1女子0.2％→0％
【飲酒率 Ｈ23→Ｈ28】高1男子13.4％→4.0％・高1女子15.3％→4.0％、中1男子4.7％→1.7％・中1女子4.9％→1.3％

概　算
人件費

129

4,748 0

0.60

0

0 0 0

Aの
財源

433

成果目標の達成状況

合計（A) 0 433 0

補正予算

目標 成果 達成状況

合計 433 129 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度

予
算
額

前年度繰越
項目 H26末 H27末

Ｈ28 H29
目標当初予算 433

（当初）

未成年者の喫煙・飲酒状況等調査 直接
調査校の選定、アンケート調査の実施、データ入力
（調査対象：中学１年生、高校１年生各5,000人(約200
校））及び集計、分析、報告書作成

433 129

未成年者の喫煙及び飲酒の状況についての調査を実施。

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算）

現状
（予算編成

時）

当調査は、平成13年から5年に1回実施してきており、健康への影響が大きく、成人期での喫煙継続につながりやすいと言われている未成
年の状況把握等に活用している。
　　　[参考：Ｈ23の調査結果]
　　【喫煙率】　　　　　長野県　 　全  国    　　【飲酒割合】　　　長野県　　 　　全  国
　　中学校１年生男子　0.4％　　　2.9％　　　 　        　　　　　　　4.7％　　  　　6.0％
　　　　　　　　　   女子　0.2％　　　1.2％　　　　     　　　　　　　　　4.9％　　  　  5.7％
　　高校１年生   男子　3.5％　　　6.6％　　　　        　　　　　　　13.4％　  　　17.2％
　　　　　　　　     女子　2.5％　　　3.9％　　　　　　　  　　　　　　　15.4％　      13.9％

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

健康増進法第7条、8条
信州保健医療総合計画県民との協働による実施： 実施は困難

目指す姿
未成年者の喫煙等の状況について調査を実施し、健康増進計画の進捗評価や未成年者の喫煙防止（防煙）などのたばこ対策の基礎資
料として活用することにより、各種疾病の発症を予防し、県民の健康づくりを推進する。

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

１　保健活動の推進 実施期間 H13 ～

課・局・室 健康増進課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail kenko-zoshin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

事業番号 05 05 13 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 未成年者の喫煙・飲酒状況等調査 担
当
課

部局 健康福祉部
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